
 

 

たつの市立龍野東中学校 

 

不登校傾向生徒に対する早期前対応 

 

１ はじめに 

 

 昨今の学校の抱える問題の一つに不登校があげられる。本校においても、不登校生徒や不

登校傾向の生徒が増加しており、早急な対応が求められていた。 

その現状から、数年前から学校全体として様々な角度から手立てを行っている。例を挙げ

ると、適応指導教室、在宅オンライン授業、複数担任制、定期考査廃止（小範囲テストの実

施）、制服改正、校則改正、課題改正、ASSESS やストレスチェックの実施、などがある。ま

た、週一で行う生活指導委員会、不登校生徒指導委員会、スクリーニング会議を通して、生

徒の実態把握を行い、組織的に早期前対応を行う。 

上記の本校の取組の中で ASSESS・ストレスチェックの実施、スクリーニング会議に焦点を

当て、そのデータと不登校傾向の生徒数との関連性から、どのような成果が得られ、どのよ

うな課題があるかを検証し、今後の不登校傾向生徒へのアプローチにつなげたいと考え、本

研究を設定した。 

 

２ 研究の経過 

 

◇1 学期 

5 月 24 日   ASSESS・ストレスチェック実施 

  5 月 29,30 日 第 1 回スクリーニング会議 

  6 月 28 日  ASSESS・ストレスチェック実施 

  7 月 5 日  第２回スクリーニング会議 

 

 ◇2 学期 

10 月 28 日  ASSESS・ストレスチェック実施 

 11 月 6,7 日  第３回スクリーニング会議 

 

 ◇3 学期 

1 月 29 日  ASSESS・ストレスチェック実施予定 

2 月 12 日  第４回スクリーニング会議実施予定 

 

 

 

 

 



 

 

３ 研究内容 

 

(1) ASSESS について 

 アセス「ASSESS」（学校環境適応感尺度）とは、適応感（個人と環境との主観的な関係）を

測定するもので、学校適応感を測定することは、各生徒が感じているＳＯＳの度合いを測定

することである。学校適応感は、①生活満足感②教師サポート③友人サポート④向社会的ス

キル⑤非侵害的関係⑥学習的適応 の６因子で構造されている。34 項目の質問に答えること

で、生徒がどのようなことに困り感を感じているかを数値とグラフで可視化できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（図１）の見方は、各項目の質問についての結果が数値で表れており、自動的にその回答に

応じたコメントが表示される。左下のグラフは、数値をグラフ化しており、前回の結果との

推移が明確にわかるものである。右下のグラフは、どの領域が上昇し、下降したかを表して

いるものである。 

 

 

 

 

 

（図１）  



 

 

(2) ストレスチェックについて 

 ストレスチェックとは、生徒が google フォームの 31 項目の質問に答えることで、 

どのようなことに、どの程度ストレスを感じているかを確認するものである。特定の質問で

気になる内容を書いている生徒や、数値が一定値を超えた生徒がリストアップすることで、

より明確に、困り感を抱いている生徒を把握することができるという特徴がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）の見方は、前回のストレス数値と今回のストレス数値が表れ、一定値（50）を超え

ると自動的に色がつく。また、左から 3 行目は、「反転項目」で、ストレスを発散できる力が

あるかどうかを表した数値である。その右側が月別の欠席状況、遅刻早退状況であり、右側

がアセスの困り感である。 

 

(3)スクリーニング会議 

 上記の ASSESS とストレスチェックの結果から、各学年で不登校傾向である生徒や、不登校

傾向になりそうな生徒を 10%～15％抽出することで、不登校になる前に対応すること（早期

前対応）を目的とする会議がスクリーニング会議である。管理職、生活指導担当、不登校指

導担当、学年部の教師が会議に入り、抽出した生徒とその困り感を確認するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

例えば（図１）の生徒Ａは、5 月の ASSESS とストレスチェック共に、困り感を抱えている様

子はなく、その時点では欠席もなかった。しかし、6 月時の ASSESS では、極端に上昇してい

る項目もあるが、数値が低下している項目もあり、不登校傾向になる生徒として抽出を行っ

（図２）  

（図３）  



 

 

た。その後、学年を中心に、教育相談や日々の関わりのなかで、より注意深く関わることを

心掛けた。2 学期以降、欠席こそないが、遅刻の回数が増えてきているので、今後も注意が

必要な生徒の一人である。 

 この生徒Ａのように、学校生活を見ているだけでは、把握できない生徒の困り感をいち早

く認知することができるというところに、このスクリーニング会議の強みがある。データを

基にした抽出方法だからこそ、目ではわからない生徒の実態を把握することができる。 

 

４ 研究のまとめ 

 

 昨年度までは、ASSESS やストレスチェックの実施は行っていたが、学校全体としてスクリ

ーニング会議を行うまでには至っておらず、担任中心の手立てのみとなっていた。今年度か

らは、スクリーニング会議を実施し、学年や学校として組織的に不登校傾向の生徒にアプロ

ーチをすることができた。その中で、学校全体として不登校生徒の割合が 5.8％程度(12 月時

点)と、数年前までの本校の割合と比較しても、減少していることがデータから読み取れる。

この成果の要因としては、組織的に早期前対応をすることで、「早く」、「複数の目」で生徒に

関わることができたからだと考える。 

 しかし、この取組も今年度からの実施となっているため、今後も継続していくことで新た

な課題にも直面すると考える。直近の課題としては、スクリーニング会議をするまでの事務

作業を削減することと、スクリーニング会議の効率化である。 

 また、全欠生徒などの完全不登校生徒に対しては、アプローチの方法や手立てが確立して

いないことも今後の課題である。本校の入学生においても、小学校 6 年生の時点で不登校の

生徒が複数名いる現状では、その課題を解決することが次の一歩だと考える。 

今後も、「小中一貫教育の充実」、「生徒指導ではなく生徒支援をベースとした考え」に重点

を置き、今後の教育現場の課題に向き合っていくことを目指す。 


